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ゴーク・ル型のディスプレーを装着すると、パソコンの画両の
ように、奈良時代の大極殿を見下ろす映像が広がる(奈良県
生駒市の奈良先端科学技術大学院大で)=_l三田尚總堀陸

年(平成23年)10月19日(水曜日）言雲 壹
獅
蝿
鵜
赫
弛
織
鯛
調

－
か
。
宝
物
は
繊
維
を
抜
き
取
っ
て

調
査
で
き
な
い
た
め
、
「
３
次
元

蛍
光
分
光
分
析
」
と
い
う
非
破
壊

分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
物
質
は

光
を
当
て
る
と
「
蛍
光
」
と
呼
ば

れ
る
光
を
発
す
る
。
そ
の
性
質
を

利
用
し
、
複
数
の
波
長
の
光
を
当

て
、
蛍
光
の
パ
タ
ー
ン
の
違
い
か

ら
染
料
を
特
定
す
る
方
法
だ
。

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
に
あ
る

分
析
機
器
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
か

ら
染
織
品
に
光
を
照
射
し
、
測
定

‐
し
た
蛍
光
の
パ
タ
ー
ン
を
パ
ソ
コ

ン
に
表
示
。
約
１
２
５
０
年
間
の

経
年
劣
化
も
考
慮
し
、
あ
ら
か
じ

闇
盤
籠
雛
鵠
率
鰯
脇

種
類
を
絞
り
込
ん
で
い
く
。

今
年
の
出
展
宝
物
の
中
で
、
聖

武
天
皇
の
恐
簔
縦
癖
鐡
画
鐘

斤
袈
婆
」
の
よ
う
に
色
が
入
り
組
ん

乗
だ
も
の
は
測
定
が
難
し
い
が
、
色

の
あ
せ
た
上
着
「
織
繩
織
捕
錘
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奈良先端科学

技術大学院大 宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

正
倉
院
宝
物
を
科
学
の
目
で
と
ら
え
る
動
き
が
盛
ん
だ
。
材
質
や
技
法
を
明
ら
か
に
す
る
科
学

分
析
や
、
宝
物
の
輝
き
を
仮
想
世
界
に
再
現
す
る
映
像
技
術
が
具
体
化
す
る
一
方
、
正
倉
院
の
時

代
か
ら
続
く
伝
統
産
業
も
、
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。
１
２
５
０
年
の
時
を

超
え
て
始
ま
っ
た
新
し
い
試
み
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

正
倉
院
宝
物
を
仮
想
世
界
に
再

現
し
、
い
つ
で
も
鑑
鐵
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
そ
ん
な
技
術
が
実
現

し
つ
つ
あ
る
。
奈
良
先
端
科
学
技

術
大
学
院
大
（
奈
良
県
生
駒
市
）

の
横
矢
直
和
教
授
（
帥
）
に
よ
る
視

覚
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
研
究
だ
。

1
1

レ

光のパターン染料特定
の
染
料
は
ベ
ニ
バ
ナ
と
判
明
。
昨

年
出
展
さ
れ
た
光
明
皇
后
の
遺
愛

癌
と
さ
れ
る
サ
ン
ダ
ル
「
繩
織

鮭
」
の
オ
レ
ン
ジ
色
は
、
ベ
ニ
バ
ナ

や
キ
ハ
ダ
と
突
き
止
め
ら
れ
た
。

「
染
料
が
わ
か
れ
ば
作
り
方
が

わ
か
り
、
宝
物
の
復
元
や
保
存
に

も
役
立
つ
は
ず
」
・
同
事
務
所
保

存
科
学
室
の
中
村
力
也
さ
ん
（
魂
）

は
分
析
の
意
義
を
強
調
す
る
。

仮想空間いつでも鑑賞 1
4

』

一参

研
究
室
で
ゴ
ー
グ
ル
型
の
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
を
装
着
す
る
。
平
城
宮

跡
を
空
か
ら
見
下
ろ
す
映
像
が
見

え
て
く
る
と
、
車
や
人
が
行
き
交

う
風
景
の
中
に
、
奈
良
時
代
の
大

極
殿
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
現
在

の
映
像
と
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
だ
。

こ
れ
を
応
用
で
き
な
い
か
。
横

矢
教
授
に
よ
る
と
、
正
倉
院
宝
物

を
特
殊
な
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
光

の
反
射
具
合
な
ど
を
計
測
す
れ

ば
、
質
感
も
含
め
た
立
体
画
像
が

再
現
で
き
る
と
い
う
。
ゴ
ー
グ
ル

を
通
し
て
、
数
々
の
宝
物
を
一
度

に
楽
し
め
る
ハ
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
Ｖ
も
可
能
と
な
る
。
「
い

つ
の
日
か
、
宝
物
が
デ
ジ
タ
ル
技

術
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
素

暗
ら
し
い
」
と
横
矢
教
授
は
語
る
。

同
大
は
今
年
、
創
立
加
周
年
。

ほ
か
に
も
、
考
古
学
に
統
計
学
と

憤
報
科
学
を
活
用
す
る
「
情
報
考

古
学
」
な
ど
古
都
周
辺
に
ふ
さ
わ

し
い
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

’

鯉

篇 １
１
４
１
１

１
１汐

対
１
歩
獅
五

〆
、
ダ
“
ロ

ゲ
ー
ル
誼
．
‐

測定で使う染織品のサンプル

を手に、3次元蛍光分光分析
装置について説明する中村さ
ん（奈良市の宮内庁正倉院事
務所で）＝今村真樹撮影

夕や】F産，露一一ー
＝一

一
″
岡
｝

福
岡
市
で
９
日
開
か
れ
た
「
正
倉
院
展
の
楽
し
み
方
ｆ
ま
ほ

福
一
ろ
ば
の
集
い
１
Ｎ
福
岡
」
（
読
売
簡
茎
催
）
で
は
内
驚

▲
癌
砕
啄
鐸
・
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
部
長
補
佐
Ｉ
写
真
Ⅱ
が
特
別
講
演

ＮＩ

ア
Ｊ
凸
ロ
■
■
Ｐ
‐

１
Ｖ
◆
し
、
近
年
の
調
査
成
果
や
今
年
の
見
ど
こ
ろ
を
語
っ
た
。

崖
未
】
大
仏
の
足
元
（
趣
筆
醒
わ
き
）
と
あ
り
ま
す
。
「
花
蔵
の
寅
刹
」

の
留
明
治
鷺
に
里
し
て
い
た
も
は
蕊
罐
と
い
う
お
経
の
世
界

叢
２
振
り
の
秀
が
、
元
興
寺
文
化
し
鶴
慾
舗
灘
脇
纈
函

Ｉ
・

ろ
。
鯛
鶏
躍
驍
協
塞
甥
直
む
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
．
大
仏
の

罫
・
号
”

。
割
皐
職
鵡
鰯
怯
蝿
騨
見
畷
鶏
亜
獅
鰕
鱸

和
か
璋
溌
謂
鯛
謁
繼
蕪
的
来
を
中
心
と
し
た
線
刻
画
が
描
か

叱
鋤
か
‐
恥
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
口
口
却
正
副
蝶
睡
溶
郵
》
却
毒
率
詐

幸
”
し
：
こ
の
鬘
か
ら
、
大
仏
の
蕊
の
わ
せ
る
と
、
重
武
董
が
釈

脚 楽
尭

正倉院展の楽 の集いIN福岡～～

高知･土佐和紙
､ 少巧一宰申

第63回r倉院展
【会場】奈良国立博物館(奈良
市登大路町）

【会期】10月29日～11月14日
会期中無休
【開館時間】午前9時～午後6
時。金、土、日曜日と11月3
日は午後ワ時まで。入館は閉
館の30分前まで。

【料金】一般1000円(900円)､高
校･大学生700円(600円）、小・
中学生400円(300円)◎カッコ
内は20人以上の団体及び前売
り券(10月28日まで販売)o閉
館の1時間30分前から販売す
る当日券｢オータムレイトチ
ケット｣は一般700円､商校･大
学生500円､小･中学生200円o
【主催】奈良国立博物鯛
【協蜜】NTT西日本、近畿日
本鉄道、JR東海、JR西日
本、ダイキン工業、大和ハウ
ス工業、帝塚山学園・帝塚山
大学、白鶴酒造

【特別協力】続売新聞社
【協力】NHK奈庖流羨局、ミ
ネルヴァ書房ほか
※詳細はハローダイヤル(050
.5542.8600)で

正
倉
院
宝
物
の
中
で
、
１
万
点

余
り
と
い
う
数
が
際
立
っ
て
い
る

の
は
「
正
倉
院
文
書
」
と
呼
ば
れ

る
和
紙
だ
。
ほ
と
ん
ど
劣
化
せ
ず
、

今
で
も
文
字
が
読
め
る
の
は
、
紙

が
１
０
０
０
年
以
上
残
る
こ
と
の

証
明
で
も
あ
る
。
今
年
は
、
現
存

最
古
級
の
和
紙
の
一
つ
、
７
２
１

年
の
戸
籍
も
出
展
さ
れ
る
。

か
つ
て
正
倉
院
文
雷
を
調
べ
た

増
田
勝
彦
・
昭
和
女
子
大
教
授

（
文
化
財
保
存
学
）
は
質
感
に
聴

い
た
と
い
う
。
「
昔
の
紙
で
あ
る

の
を
忘
れ
る
ほ
ど
。
強
い
植
物
繊

維
が
そ
の
ま
ま
生
き
て
い
る
」

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
今
も

使
わ
れ
る
コ
ウ
ゾ
、
ミ
ツ
マ
タ
の

く
む
ん

ほ
か
、
麻
や
苦
参
な
ど
多
様
な
植

世界最薄継ぐ伝統 土佐和紙を作る「ひだか和紙」の工場。透ける
ほど薄い典具帖紙は「かげろうの羽」に例えら
れる（高知県日高村で）＝長沖真未撮影

物
を
原
料
と
し
た
こ
と
が
判
明
。

製
法
も
、
灰
を
溶
い
た
弱
ア
ル
カ

リ
性
の
液
で
繊
維
を
煮
て
ほ
ぐ

ゆ

し
、
水
で
漉
く
と
い
う
も
の
で
、

現
代
と
同
様
と
わ
か
っ
て
き
た
。

日
本
で
製
紙
が
始
ま
っ
た
の
は

飛
鳥
時
代
。
紙
に
よ
る
役
所
仕
事

が
増
え
た
奈
良
時
代
に
は
、
各
地

で
紙
漉
き
が
広
ま
っ
た
。

高
知
県
に
伝
わ
る
土
佐
和
紙
も

そ
の
一
つ
だ
。
伝
統
の
継
承
と
と

も
に
、
技
術
革
新
が
進
む
。

同
県
日
高
村
の
「
ひ
だ
か
和
紙
」

て
ん

で
は
古
来
の
薄
い
コ
ウ
ゾ
紙
「
典

具
幟
趣
を
発
展
さ
せ
、
世
界
最

薄
の
０
．
呪
娠
の
和
紙
を
開
発
し

た
。
「
特
別
な
魔
法
な
ど
な
い
。

コ
ウ
ゾ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
」
と

舞
醗
羅
罫
専
務
（
躯
）
は
言
つ
。

コ
ウ
ゾ
は
繊
維
の
長
さ
が
１
諺

前
後
。
西
洋
紙
の
原
料
・
木
材
パ

ル
プ
の
３
倍
以
上
あ
り
、
長
い
繊

維
が
均
等
に
絡
ま
る
こ
と
で
和
紙

の
強
度
を
生
み
出
し
て
き
た
。

世
界
最
薄
の
和
紙
は
不
純
物
を

極
力
取
り
除
き
、
漉
き
方
を
工
夫

す
る
な
ど
し
て
開
発
し
た
が
、
そ

れ
は
古
来
の
技
の
応
用
で
も
あ

る
、
と
鎮
西
専
務
は
考
え
て
い
る
。

和
紙
に
詳
し
い
湯
山
賢
一
・
奈

良
国
立
博
物
館
長
は
語
る
。
「
和

紙
は
奈
良
時
代
か
ら
高
度
に
完
成

し
て
い
た
。
今
に
伝
わ
る
技
術
も
、

元
は
す
べ
て
正
倉
院
文
書
に
あ
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」この特嬢は関口和哉(栂原支局)､中井将一郎(大阪本社地方部)､今村真樹

(奈良支局)､宇野新平(同)､池田和正(西部本社生活文化部)が担当しました。


